
平成２８年（２０１６年）４月２４日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
　

本
補
正
予
算
は
、
国
の
平
成　

年
２７

度
補
正
予
算
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た

子
育
て
情
報
発
信
事
業
及
び
子
育
て

中
の
女
性
の
就
労
促
進
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る
ほ
か
、

国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
拡
充
さ
れ

た
事
業
の
実
施
等
に
必
要
と
な
る
経

費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成　

年
度
の
終
盤

２７

に
当
た
る
補
正
予
算
と
し
て
、
歳
入
、

歳
出
と
も
に
過
不
足
の
調
整
、
計
数

の
整
理
等
を
行
い
、
今
回
の
補
正
に

伴
う
余
剰
財
源
を
活
用
し
基
金
残
高

の
回
復
を
図
る
こ
と
が
主
な
内
容
で

す
。
ま
た
、
年
度
内
の
完
了
が
見
込

め
な
い
事
業
等
に
つ
い
て
繰
越
明
許

費
を
設
定
す
る
ほ
か
、
債
務
負
担
行

為
設
定
事
業
に
つ
い
て
事
業
内
容
の

見
直
し
に
伴
い
補
正
し
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千
２
百　

万
８
千

６４

円
減
額
し
、
総
額
を
６
百　

億
８
千

２５

百　

万
８
千
円
と
し
ま
す
。

９１

　

主
な
財
源
構
成
と
し
て
、
各
種
税

連
動
交
付
金
に
つ
い
て
今
後
の
交
付

見
込
み
を
も
と
に
増
額
す
る
ほ
か
、

普
通
交
付
税
を
増
額
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
業
費
の
増
減
に
伴

い
、
国
及
び
都
支
出
金
並
び
に
市
債

を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
普
通
財
産

の
売
り
払
い
及
び
資
源
回
収
品
の
売

り
払
い
な
ど
を
増
額
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
に
伴
い
確
保
さ
れ
る

財
源
は
、
平
成　

年
度
の
当
初
予
算

２８

を
見
据
え
て
、
財
政
調
整
基
金
及
び

そ
の
他
の

主
な
議
案

議
員　

臼
行
政
課
題
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
財
政
運
営
を
行
う
の
か
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

嘘
家
庭
ご
み
の
有
料
化
、
戸
別
収

集
に
つ
い
て
、　

年
度
か
ら
取
り
組

２８

み
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

唄
商
工
業
の
振
興
に
積
極
的
に
動

く
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

臼
市
税
の
徴
収
率
ア
ッ
プ
に

よ
る
財
源
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
国

や
都
の
動
向
を
注
視
し
活
用
で
き
る

補
助
金
等
を
獲
得
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
た
な
借
り
入
れ
が
償
還
元
金
を
上

回
ら
な
い
こ
と
を
基
本
に
積
極
的
に

市
債
を
活
用
し
、
基
金
も
重
要
な
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
取
り
組
み
を
つ
な
い
で
い
く
な

ど
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、

積
極
的
に
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

嘘　

年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基

２９

本
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
実
態
調

査
の
中
で
家
庭
ご
み
有
料
化
等
に
関

平
成

年
度
一
般
会

平
成　

年
度
一
般
会
計計

２７２７

補
正
予
算
（
第
３
号

補
正
予
算
（
第
３
号
））

議
員　

臼
政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の　
６３

項
目
の
約
束
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
約
束
の
実
施
に
よ
り
市
民
が
変

革
を
実
感
で
き
る
市
に
な
っ
た
の
か
。

市
長　

臼
実
施
済
み
の
項
目
と
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
項
目
を

合
わ
せ
て　
項
目
、
約　
％
で
あ
る
。

５６

９０

　

渦
市
が
さ
ら
な
る
前
進
、
飛
躍
に

向
け
て
動
い
て
い
る
こ
と
を
市
民
が

身
近
に
感
じ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
変

革
を
実
感
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

 
議
員　

臼
３
期　

年
間
の
行
政
の
効

１２

率
化
に
よ
り
生
ま
れ
た
財
源
は
。

　

渦
今
後
の
行
財
政
運
営
の
課
題
に

対
す
る
処
方
箋
は
。

市
長　

臼
約　

億
１
千
６
百
万
円
の

２４

財
源
が
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

渦
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

小
林
市
政
３
期　

年
間
の

１２

行
財
政
改
革
の
成
果
に
つ
い
て

議
員　

臼
高
齢
者
に
な
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
は
何
か
。

　

渦
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す

た
め
に
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
体

制
づ
く
り
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
、
市
民
や
関
係
機

関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果

議
員　

臼
市
民
の
暮
ら
し
向
き
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　

渦
保
育
所
待
機
児
童
対
策
及
び
農

地
の
活
用
と
農
業
の
活
性
化
等
農
業

施
策
に
つ
い
て
の
課
題
と
対
応
は
。

市
長　

臼
国
の
判
断
で
は
景
気
は
緩

や
か
に
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
。

市
に
お
い
て
も
、
個
人
市
民
税
に
つ

い
て
、
市
民
１
人
当
た
り
の
平
均
総

所
得
金
額
が　
年
度
を
や
や
上
回
り
、

２７

納
税
義
務
者
の
増
な
ど
を
要
因
と
し

て　

年
度
比
４
億
１
千
５
百
万
円
、

２７
３
・
２
％
の
増
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

渦
保
育
所
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
は
、
保
育
施
設
の
整
備
と
並
行
し

た
保
育
の
質
の
維
持
、
向
上
及
び
保

育
士
等
の
人
材
確
保
等
が
課
題
で
あ

る
。
保
育
士
研
修
等
で
保
育
の
質
の

向
上
を
図
る
ほ
か
、
処
遇
改
善
施
策

等
に
よ
る
人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
等
が
課
題
で
あ
る
。　
２８

年
度
に
建
て
か
え
オ
ー
プ
ン
す
る
Ｊ

Ａ
東
京
む
さ
し
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
整
備
の
支
援
等
で
農
業
所

得
の
向
上
を
図
る
な
ど
農
業
が
魅
力

あ
る
職
業
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
よ

う
農
業
振
興
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

議
員　

平
成　

年
度
は
女
性
の
活
躍

２８

推
進
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

女
性
の
就
労
支
援
や
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
等
の

取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
の
改
定
を
進
め
な

が
ら
、
女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
施

策
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

 
議
員　

臼
市
民
の
意
識
啓
発
の
た
め

に
健
幸
都
市
宣
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

渦
２
年
目
と
な
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
平
成　
年
度
の
施
策
展
開
は
。

２８

市
長　

臼
健
幸
都
市
宣
言
な
ど
、
市

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
幸
都
市

こ
だ
い
ら
を
目
指
し
て

民
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事

業
の
利
用
者
拡
大
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
目
標
普
及
率
を
目
指
す
こ

と
で
、
医
療
費
の
適
正
化
と
被
保
険

者
の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
て
い
く
。

 
議
員　

臼
主
権
者
教
育
を
地
域
等
と

連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

渦
平
和
学
習
に
つ
い
て
、
沖
縄
県

へ
児
童
・
生
徒
を
派
遣
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

臼
模
擬
選
挙
の
実
施
等
、

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

児
童
・
生
徒
に
選
挙
等
へ
関
心
を
持

た
せ
る
教
育
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

豊
か
に
は
ぐ
く
む
教
育
環
境
を

女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る

施

策

の

充

実

を

平
成　

年
度
（　

年
度
）
予
算
編
成

２８

２０１６

に
当
た
っ
て
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

滝
口
幸
一
議
員
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公
共
施
設
整
備
基
金
等
の
基
金
残
高

の
回
復
に
活
用
し
、
今
後
の
財
政
基

盤
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

 　

平
成　

年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

２８

税
か
ら
適
用
す
る
税
率
等
の
改
定
を

行
う
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
条
例

及
び
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
内
容
は
、
医
療
保
険
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
及
び
介
護
保
険

分
に
つ
い
て
、
臼
所
得
割
額
及
び
均

等
割
額
の
税
率
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

国
民
健
康
保
険
条
例
等

国
民
健
康
保
険
条
例
等
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

げ
る
、
渦
課
税
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ

法
定
限
度
額
ま
で
引
き
上
げ
現
行
の

　

万
円
を　
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

８１

８５

　

施
行
期
日
は
、
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
は
平
成　

年
４
月
１

２８

日
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
公
布

の
日
で
す
。

 
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
議
会

議
員
・
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合

議
会
議
員

　

佐
野　

郁
夫
議
員

　

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

議
会
人
事

平

成　

年

度

予

算

と

２８

市

政

運

営

に

つ

い

て

す
る
事
項
も
加
え
て
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
情
報
収
集
等
を
行
い
な

が
ら
検
討
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

唄
市
内
の
大
手
企
業
と
は
定
期
的

に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
中
小

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
小
平
商
工
会

を
通
じ
て
市
内
の
商
工
業
者
の
実
態

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
都

の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
上

で
、
地
域
に
住
む
障
害
者
や
児
童
等

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
担
い
手
に
な
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

緑
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長　

特
に
重
要
性
の
高
い
保
存
樹

林
は
特
別
緑
地
保
全
地
区
制
度
を
活

用
し
恒
久
的
な
保
全
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
萌
芽
更
新
等
の
手
法
に

よ
る
管
理
等
を
実
施
し
て
い
る
。

進
等
の
ほ
か
、
仮
称
第
３
次
行
財
政

再
構
築
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
さ
ら
な

る
行
財
政
再
構
築
を
進
め
て
い
く
。

 
議
員　

公
開
と
参
加
、
協
働
と
自
治

公
開
と
参
加
、
協
働
と
自
治
の

市

政

運

営

に

つ

い

て

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
市
が
目
指

す
具
体
像
は
。

市
長　

市
民
が
地
域
の
担
い
手
と
し

て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
も
う

と
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
、
活
気
に

満
ち
た
町
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
積

極
的
に
公
開
と
参
加
、
協
働
と
自
治

の
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　代表質問とは、市政全般につ
いて各会派の代表者が行う質問
をいいます。
　本市議会では、年に１回、３
月定例会５日目に行っています。
質問時間は会派の所属議員数に
応じて決まっており、市長また
は教育長が答弁します。
　今回は、５会派から１０件の質
問があり、紙面にはその答弁の
要旨を掲載しました。

代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質代表質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
、
現
行
の
広
島

派
遣
の
継
続
実
施
を
考
え
て
い
る
。

政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス　

、　

の
約
束

２０１３

６０

プ
ラ
ス
α
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

高
齢
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

小

平

の

よ

さ

で

あ

る

み
ど
り
空
間
を
守
る
た
め
に

　

平
成　

年
５
月　

日
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
は
、
正
副
委
員
長
の
互

２７

２２

選
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
付
議
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
３
月

定
例
会
初
日
に
各
委
員
長
が
報
告
し
た
経
過
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
委
員
会
中
間
報

特
別
委
員
会
中
間
報
告告

開
催
日　

平
成　

年
５
月　

日
～

２７

２２

平
成　

年
１
月　

日
（
合
計　

回
）

２８

１９

１１

○
主
な
内
容　

・
議
会
報
告
会
の
充
実
に
つ
い
て

・
議
会
傍
聴
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
こ
だ
い
ら
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
つ
い
て　

外

開
催
日　

平
成　

年
５
月　

日
～

２７

２２

平
成　

年
１
月　

日
（
合
計
５
回
）

２８

２１

○
主
な
内
容　

・
市
に
お
け
る
都
市
農
業
の
現
状
に

つ
い
て
（
市
内
視
察
）

・
市
に
お
け
る
商
工
業
の
現
状
に
つ

い
て
（
市
内
視
察
）　

外

開
催
日　

平
成　

年
５
月　

日
～

２７

２２

平
成　

年
１
月　

日
（
合
計
６
回
）

２８

２２

○
主
な
内
容　

・
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

・「
小
平
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
本
方
針
」
に
つ
い
て　

外

開
催
日　

平
成　

年
５
月　

日
～

２７

２２

平
成　

年
１
月　

日
（
合
計
５
回
）

２８

２８

○
主
な
内
容　

・
小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
全
体
構
想
の
改
定
に
つ
い
て
（
そ

の
１
）
～
（
そ
の
４
）

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

日
向
美
砂
子

に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

川
里　

春
治

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

永
田　

政
弘

小
平
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
全
体
構
想

特
別
委
員
会

　

委
員
長　

佐
野　

郁
夫


